
農
業
機
械
導
入
補
助
金
の
検
証
と
昨
年

と
同
額
と
な
っ
た
根
拠
を
問
う
。

支
援
し
た
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
を
確

認
し
効
果
を
見
極
め
て
い
く
。
今
年
度

の
申
請
状
況
を
踏
ま
え
配
分
や
審
査
方
法
の

見
直
し
を
行
う
が
、
財
政
状
況
等
を
勘
案
し

計
上
し
た
。

Q

令
和
２
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

8
号

三
条
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第

25
号

滝
沢
市
長
は
記
者
会
見
で
、
今
回
の
予

算
は
選
挙
戦
で
の
公
約
を
網
羅
で
き
ず

満
点
の
出
来
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、

ど
の
部
分
な
の
か
。

子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
通
学
路
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

選
挙
期
間
中
に
訴
え
、
所
信
表
明
で
も
念
頭

に
置
い
た
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
が
、
令

和
３
年
度
で
は
予
算
化
で
き
な
か
っ
た
。
現

在
水
面
下
で
の
調
整
を
含
め
令
和
４
年
度
の

予
算
化
に
む
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Q

選
挙
公
約
の
一
つ
で
あ
る
、
移
住
促
進

の
事
業
費
が
令
和
３
年
度
減
額
さ
れ
た

理
由
は
何
か
。

リ
モ
ー
ト
出
展
を
使
い
旅
費
を
不
要
に

し
た
り
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
再
構
築

な
ど
で
予
算
を
圧
縮
し
た
。

学
生
ま
ち
な
か
居
住
促
進
事
業
の
対
象

地
域
と
、
そ
の
う
ち
の
ア
パ
ー
ト
等
は

何
部
屋
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

北
三
条
駅
、
東
三
条
駅
、
三
条
駅
を
つ

な
い
だ
線
の
内
側
と
そ
の
周
辺
部
を
エ

リ
ア
と
し
、
対
象
エ
リ
ア
内
の
物
件
は
98
件

で
、
学
生
が
利
用
で
き
る
空
き
家
の
数
は
調

査
し
た
時
点
で
、
40
室
程
度
で
あ
る
。

Q

Q

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
令
和
３
年
度
は

増
員
す
る
が
、
隊
員
期
間
を
終
え
、
三

条
市
に
定
着
し
た
人
数
の
割
合
は
ど
の
く
ら

い
か
。

Q

平
成
27
年
度
か
ら
令
和
３
年
３
月
1
日

ま
で
の
累
計
退
任
者
は
38
人
で
、
そ

の
う
ち
の
定
住
者
は
10
人
で
比
率
は
、
26
・

３
％
で
あ
る
。

公
共
交
通
推
進
費
４
５
０
万
円
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
る
高
速
バ
ス
の
運
行
支
援
の
沿

線
市
で
の
負
担
金
は
ど
の
程
度
か
。

総
額
1
億
７
０
０
０
万
円
の
う
ち
県
が

４
分
の
３
を
、
沿
線
13
市
が
４
分
の
1

を
負
担
し
て
お
り
、
近
隣
市
で
は
新
潟
市
が

約
７
５
０
万
円
、長
岡
市
が
約
９
1
０
万
円
、

燕
市
が
約
４
３
０
万
円
の
負
担
で
あ
る
。

介
護
保
険
料
を
7.
6
％
引
き
上
げ
る

内
容
だ
。
平
成
28
年
度
決
算
審
査
で
、

基
金
が
適
正
水
準
を
大
幅
に
超
え
る
こ
と
か

ら
保
険
料
引
き
下
げ
の
付
帯
決
議
が
採
択
さ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
基
金
の
取
り
崩

し
は
な
く
、
さ
ら
に
基
金
は
増
加
し
て
い

る
。
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
中
止
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

今
回
の
引
き
上
げ
は
、
基
金
の
繰
り
入

れ
を
前
提
に
し
た
も
の
。
保
険
料
の
上

昇
幅
を
抑
え
る
た
め
に
基
金
の
活
用
を
考
え

て
い
る
。

Q

Q

橋
梁
維
持
費
で
、
田
島
橋
お
よ
び
御
蔵

橋
の
設
計
は
ど
う
か
。
い
つ
頃
、
工
事

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

Q

点
検
で
経
年
劣
化
に
よ
る
腐
食
に
係
る

補
修
工
事
で
あ
り
、
施
工
は
令
和
４
年

度
以
降
を
考
え
て
い
る
。

日
本
共
産
党

議
員
団

自
由
ク
ラ
ブ

01

02

議
案
に
対
し
て
意
見
を

主
張
し
ま
す
。

議
第
1
号

令
和
３
年
度
三
条
市
一
般
会
計
予
算

議
第
3
号

令
和
３
年
度
三
条
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

議
第
4
号

令
和
３
年
度
三
条
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

議
第
25
号

三
条
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

令
和
３
年
度
三
条
市
一
般
会
計
予
算
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算
お
よ
び
、
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
滝
沢
市
長
の
も
と
初

の
予
算
編
成
だ
。
こ
れ
ま
で
批
判
し
て
き
た

議
第
1
号

令
和
３
年
度
三
条
市
一
般
会
計
予
算

議
第
3
号

令
和
３
年
度
三
条
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

議
第
4
号

令
和
３
年
度
三
条
市
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算

議
第
25
号

三
条
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

本
定
例
会
に
お
け
る
全
て
の
提
出
議
案
に
つ

い
て
賛
成
す
る
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
厳
し
い
状
況
の
中
で

財
政
調
整
基
金
20
億
円
程
度
を
確
保
し
、

実
質
公
債
費
比
率
18
％
未
満
を
維
持
し
な
が

ら
、
市
長
が
施
政
方
針
の
中
で
述
べ
た
「
し
っ

か
り
と
守
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
攻
め
る
」

と
い
う
考
え
の
下
で
、
図
書
館
等
複
合
施
設

の
整
備
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
は
じ
め
と

す
る
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
な
ど
を
行
う
手

堅
い
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
反
対
討
論

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
般
任
用
職
員
報
酬
に
つ

い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入

に
伴
う
給
与
の
引
き
下
げ
な
ど
は
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
休
暇
等
の
面
も
適
切
で
あ
り
、
不

安
定
雇
用
を
進
め
地
域
経
済
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
県
同
和
教
育
研
究

協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て
は
人
権
教
育
を
行

う
上
で
同
和
問
題
の
歴
史
を
教
え
る
こ
と
は

必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
商
工
会
議
所
振
興
事

業
補
助
金
は
、
会
議
所
会
員
以
外
を
対
象
と

し
た
事
業
に
も
広
く
活
用
さ
れ
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
国
の

制
度
で
あ
り
、
自
治
体
の
裁
量
が
働
く
余
地

が
な
い
こ
と
は
承
知
の
と
お
り
で
、
議
案
の

内
容
に
反
対
す
べ
き
理
由
は
な
い
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
お
よ
び
介

護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
は
、
長
期
的
な
観

点
で
保
険
者
の
責
務
と
し
て
安
定
し
た
事
業

運
営
を
行
う
観
点
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

「
学
び
の
マ
ル
シ
ェ
」
の
民
間
塾
委
託
を
中

止
す
る
こ
と
や
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
期
間

を
高
校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
評
価
で
き

る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
正
規
職

員
と
同
様
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
期
限
１
年

の
不
安
定
雇
用
で
あ
る
一
般
任
用
職
員
制
度

は
、
若
者
の
人
口
減
少
対
策
や
地
域
経
済
の

観
点
か
ら
市
役
所
が
率
先
し
て
こ
の
制
度
を

続
け
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
そ
の
他
、
商
工

会
議
所
振
興
事
業
補
助
金
や
、
県
同
和
教
育

研
究
協
議
会
負
担
金
に
反
対
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
は
、

三
条
市
の
裁
量
が
働
く
余
地
は
な
い
が
、
こ

の
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
立
場
か
ら
反

対
。

　

三
条
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

お
よ
び
、
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
始
ま
る
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
実
施
に
伴
い
保
険
料
率
を

7.
6
％
値
上
げ
す
る
内
容
だ
。

　

第
６
期
、
第
７
期
と
基
金
に
全
く
手
を
つ

け
ず
、
19
億
7,
1
0
0
万
円
も
基
金
を
貯

め
込
ん
で
き
た
。
こ
の
金
額
は
65
歳
以
上
の

第
１
号
被
保
険
者
年
間
保
険
料
の
９
割
に
あ

TOU

RON

た
り
、
こ
こ
に
手
を
付
け
ず
に
引
き
上
げ
る

こ
と
は
納
得
で
き
ず
反
対
す
る
。

67


